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私
は
専
門
家

で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
学
習

し
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
に
よ
れ

ば
、
コ
ロ
ナ
の
主
な
感
染

経
路
は
空
気
感
染
で
す
。

今
年
の
夏
も
季
節
性
要
因

に
よ
り
感
染
者
数
が
増
加

し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ａ
・
５

は
感
染
力
が
強
く
、
喉
の

痛
み
や
咳
の
他
、
発
熱
、

倦
怠
感
と
肺
疾
患
が
特
徴

で
す
。
デ
ル
タ
株
の
よ
う

な
重
症
化
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
大
学
で
は
天
井
の
高

い
講
義
室
が
多
く
、
コ
ロ

ナ
の
エ
ア
ロ
ゾ
ル
は
上
昇

す
る
の
で
対
面
授
業
に
何

の
支
障
も
あ
り
ま
せ
ん
。

天
井
付
近
に
換
気
扇
を
設

置
す
れ
ば
完
璧
で
す
。
小

中
学
校
や
高
校
で
も
換
気

機
能
付
き
の
エ
ア
コ
ン
を

設
置
す
れ
ば
対
面
授
業
が

で
き
ま
す
。
政
府
が
補
助

金
を
出
し
て
職
場
や
飲
食

店
に
も
換
気
機
能
付
き
の

エ
ア
コ
ン
設
置
を
義
務
づ

け
れ
ば
行
動
制
限
を
し
な

く
て
も
済
む
は
ず
で
す
。

コ
ロ
ナ
対
策
の
基
本
は
「
検

査
と
隔
離
」
で
す
。
政
府

は
何
故
精
度
の
低
い
抗
原

検
査
を
推
奨
す
る
の
か
意

味
が
分
か
り
ま
せ
ん
。
精

度
の
高
い
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

推
奨
す
べ
き
で
す
。
政
府

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
次
の
よ

う
で
あ
る
べ
き
で
す
。「
日

本
国
民
の
み
な
さ
ん
。
政

府
は
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
誰
で
も
、
何
度
で
も

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
体
制
を
整
え
ま

し
た
。
み
な
さ
ん
は
無
料

で
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。
も
し
、
陽
性

の
場
合
は
入
院
を
、
あ
る

い
は
軽
症
の
場
合
は
宿
泊

施
設
へ
す
ぐ
に
安
心
し
て

入
れ
る
よ
う
に
手
配
し
ま

す
。
職
場
で
不
利
益
を
受

け
な
い
よ
う
に
補
償
す
る

と
共
に
そ
の
間
の
給
料
や

営
業
損
失
に
つ
い
て
は
全

額
政
府
が
補
償
し
ま
す
。

で
す
か
ら
み
な
さ
ん
は
安

心
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。」
さ
て
現

実
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

（
Ｎ
ｏ
ｂ
）

－はるな生協の現況－
（2022年７月26日現在）

組合員数 20,032人
出資総額 428,704,200円
一人平均出資額 21,401円

電話 027（323）2762 ８ 月 号
　
「
で
き
る
限
り
在
宅
で
暮
ら
し
続
け
た
い
」「
最

期
は
自
分
の
家
で
」
そ
ん
な
願
い
を
か
な
え
る
た

め
に
、看
護
小
規
模
多
機
能
つ
む
ぎ（
以
下
つ
む
ぎ
）

は
２
０
２
１
年
５
月
に
開
設
し
ま
し
た
。

　

つ
む
ぎ
は
、
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護

と
い
う
介
護
保
険
の
地
域
密
着
型
で
、「
通
い
」「
訪

問
（
介
護
・
看
護
）」「
泊
り
」
を
組
み
合
わ
せ
て

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

家
族
介
護
で
は

心
配
と
い
う
方
も

高
崎
市
に
４
施
設

登
録
者
募
集
中

最
高
齢
の
Ｂ
様

レクリエーションの様子

ひな祭り

花見

は
る
な
生
活

協
同
組
合

　

在
宅
酸
素
や
胃
ろ
う
、
尿

カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
使
用
し
て

い
て
も
安
心
し
て
在
宅
で
過

は
る
な
生
協

組

合

員

活

動

部

住
み
慣
れ
た
家
で

３
６
５
日
支
え
る

ご
せ
ま
す
。

　

訪
問
看
護
を
利
用
す
る
こ

と
に
よ
り
医
療
処
置
が
必
要

な
方
も
、
自
宅
で
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

利
用
料
は
定
額
で
す
。
つ

む
ぎ
に
は
、
専
任
の
ケ
ア
マ

　

看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
の
事
業
所
は
、
高
崎

市
に
４
か
所
あ
り
ま
す
。
地

域
密
着
型
の
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
高
崎
市
に
お
住

い
の
方
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

１
年
の
運
営
の
中
で
、
ど

の
よ
う
に
業
務
を
行
い
、
ど

う
利
用
者
の
方
と
接
し
て
い

く
か
職
員
同
士
で
話
し
合
い

な
が
ら
、
質
の
高
い
サ
ー
ビ

ス
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
内
だ
け
の
ケ
ア
で
は

な
く
、
在
宅
に
訪
問
し
排
泄

介
助
や
食
事
作
り
な
ど
も
行

い
、
在
宅
で
の
生
活
を
支
え

て
い
ま
す
。
医
療
依
存
度
や

介
護
度
が
高
い
方
が
多
い
た

め
、
み
ん
な
で
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
季
節
ご
と
に
ひ

な
祭
り
や
七
夕
、
ク
リ
ス
マ

ス
会
な
ど
行
事
も
行
っ
て
い

ま
す
。

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
い
ま
す
の
で

相
談
し
な
が
ら
プ
ラ
ン
を
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

小
規
模
多
機
能
の
機
能
に

加
え
、
看
護
師
が
い
る
こ
と

で
、
利
用
者
の
状
態
の
観
察

や
判
断
、
処
置
や
医
療
の
必

要
な
方
へ
の
対
応
な
ど
が
で

き
る
事
が
特
徴
で
す
。

　

今
後
も
小
規
模
の
強
み
を

生
か
し
て
利
用
者
様
一
人
一

人
に
あ
っ
た
個
別
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
ケ
ア
を
充
実

さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
方
に
頼
ら
れ
る
施
設
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

１
年
間
の
利
用
者
は

１
２
５
人
で
す
。
看
取
り
を

さ
せ
て
頂
い
た
方
は
５
人
で

し
た
。

　

月
の
利
用
（
登
録
者
）
は
、

平
均
16
人
、
定
員
は
29
人
で

す
。
利
用
登
録
の
ご
相
談
は

随
時
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

２
カ
月
に
１
度
、
運
営
推

進
会
議
を
開
催
予
定
で
し
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
よ
り
会
議
を
中

止
し
ま
し
た
。
運
営
状
況
を

「
看
多
機
つ
む
ぎ
だ
よ
り
」

と
合
わ
せ
て
報
告
さ
せ
て
い

　

Ｂ
様
は
、
つ
む
ぎ
で
は
最

高
齢
の
方
で
す
。
ご
長
男
様

が
ほ
ぼ
一
人
で
介
護
さ
れ
て

お
り
、
介
護
疲
労
も
た
ま
り

つ
む
ぎ
の
利
用
を
始
め
ま
し

た
。
つ
む
ぎ
で
は
す
べ
て
の

サ
ー
ビ
ス
（
訪
問
（
介
護
・

看
護
）、
通
所
、
宿
泊
）
を

同
じ
職
員
が
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

通
所
や
宿
泊
の
時
の
様
子

な
ど
把
握
し
て
い
る
の
で
、

自
宅
で
の
ケ
ア
も
ス
ム
ー
ズ

に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

食
事
の
形
態
も
飲
み
込
み

や
す
い
よ
う
に
工
夫
し
た

り
、
体
調
の
変
化
に
も
注
意

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

運
営
推
進
会
議
は
、
上
中

居
町
（
高
崎
市
）
区
長
、
高

崎
市
長
寿
社
会
課
、
民
生
委

員
、
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
く

ろ
さ
わ
、
ご
家
族
様
、
職
員

で
開
催
し
ま
す
。

　

病
院
・
医
院
や
居
宅
介
護

支
援
事
業
所
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
、
あ
ん
し
ん
セ
ン

タ
ー
、老
人
保
健
施
設
等
へ
、

毎
月
「
看
多
機
つ
む
ぎ
だ
よ

り
」
で
空
き
情
報
や
様
子
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し

た
。

し
て
ケ
ア
し
て
い
ま
す
。

　

在
宅
生
活
を
継
続
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
ご
長
男
様

の
疲
労
が
蓄
積
し
な
い
よ
う

プ
ラ
ン
を
組
ん
で
い
く
事
が

大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

胃
ろ
う
を

家
族
と
支
え
る

　

Ｃ
様
は
、
病
気
発
症
後
、

食
事
を
食
べ
る
こ
と
が
難
し

く
な
り
、
栄
養
を
直
接
胃
の

中
に
注
入
す
る
胃
ろ
う
と
い

う
処
置
が
必
要
な
方
で
す
。

　

痰
が
絡
ん
で
も
ご
自
身
で

出
す
こ
と
が
で
き
ず
、
看
護

師
が
吸
引
器
と
い
う
機
械
で

定
期
的
に
取
り
除
い
て
い
ま

す
。

　

ご
家
族
が
自
宅
で
介
護
す

る
に
は
、
そ
れ
ら
の
行
為
を

習
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ご
家
族
は
、
指
導
を
受

け
そ
れ
ら
の
行
為
を
覚
え
、

１
か
月
の
１
／
３
を
ご
自
宅

で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
際
も
つ
む
ぎ
か
ら
、
訪
問

の
サ
ー
ビ
ス
（
介
護
・
看
護
）

で
在
宅
生
活
の
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
胃
ろ
う
や

吸
引
、
イ
ン
ス
リ
ン
注
射
や

床
ず
れ
の
処
置
や
点
滴
等
医

療
的
な
対
応
が
必
要
な
利
用

者
様
も
つ
む
ぎ
で
は
安
心
し

て
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
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仲間増やし（加入）、出資金増やしにご協力ください

高崎中央病院診療案内

予約や変更受け付け（9：00～ 17：00）
予約専用電話℡（027）323－2808

高齢者あんしん
センター通町
℡（027）322-2011

介護センター
ほほえみの杜
℡（027）395-8871

在宅福祉総合センター
ほほえみ

℡（027）330-6030

高齢者住宅
虹の家

℡（027）395-8801

看護小規模多機能
つむぎ

℡（027）353-2700

℡（027）322－6534㈹

℡（027）388－0022

℡（027）323－2665㈹
＊診療案内はホームページでもご覧いただけます。（URL：https://harunacoop.jp）

※受付は11時までとなっています。★木曜午前は特定健診の対応が中心となります。

★

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
て
お
困
り
の
方
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

無
料
低
額
診
療
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
治
療
費
で
お
困
り
の
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
高
崎
中
央
病
院
・
通
町
診
療
所
・
は
る
な
生
協
歯
科
診
療
所

2022年８月〜

（高崎中央病院）
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組
合
員
の
皆
様
へ
。
住
所
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き
、
組
合
員
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
下
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
組
合
員
活
動
部
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

お
引
越
し
を
さ
れ
た
時
に
は
ご
連
絡
を
。
ご
家
族
の
出
資
金
引
き
継
ぎ
手
続
き
は
、
組
合
員
活
動
部
ま
で
。
☎
０
２
７
（
３
２
３
）
２
７
６
２

　

夏
日
と
な
っ
た
７
月
８
日

の
日
中
、
Ｄ
カ
フ
ェ
（
認
知

症
カ
フ
ェ
）
を
、
高
崎
市
上

中
居
町
に
あ
る
「
自
家
焙
煎

珈
琲
楽ら

ふ渢
」
の
店
舗
を
お
借

り
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

２
回
目
の
開
催
に
、
初
め

て
参
加
し
て
く
れ
た
方
は
素

敵
な
ネ
イ
ル
を
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
毎
日
ご
自
身
で
行
っ

て
い
る
と
の
事
で
し
た
。

　

七
夕
の
７
月
７
日
、
え
ん

が
お
ふ
れ
あ
い
会
館
で
カ

フ
ェ
の
日
が
始
ま
り
ま
し

た
。
12
時
か
ら
14
時
の
２
時

間
、
ワ
ン
コ
イ
ン
（
１
０
０

円
）
で
コ
ー
ヒ
ー
か
温
州
ミ

カ
ン
ジ
ュ
ー
ス
１
杯
に
お
菓

　

７
月
３
日
（
日
）、
ま
ち

か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
（
ま
ち

け
ん
）
を
城
山
団
地
40
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
「
シ
ロ
ヤ
マ

ル
シ
ェ
」
で
行
い
ま
し
た
。

　

団
地
内
の
中
央
公
園
に

　

今
回
は
上
中
居
地
域
担
当

の
あ
ん
し
ん
セ
ン
タ
ー
く
ろ

さ
わ
よ
り
相
談
員
の
方
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

生
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
当

事
者
や
家
族
、
地
域
の
あ
ん

し
ん
セ
ン
タ
ー
そ
し
て
地
域

の
お
店
が
協
力
し
て
開
催
し

て
い
ま
す
。

　

次
回
は
９
月
９
日
（
金
）

で
す
。

お
問
合
せ
先
・
は
る
な
生
協

組
合
員
活
動
部　

金
屋

☎
０
２
７
‐
３
２
３
‐
２
７
６
２

　

直
接
お
越
し
い
た
だ
い
た

も
良
い
で
す
。

　

楽ら

ふ渢
（
高
崎
市
上
中
居
町

１
７
７
５
）

　

開
催
日
・
第
２
金
曜
日
午

後
２
時
か
ら
４
時
（
８
月
は

お
休
み
）

子
が
付
き
ま
す
。

　
「
誰
で
も
気
軽
に
寄
れ
る

場
所
に
し
た
い
ね
」「
ち
ょ
っ

と
お
茶
し
て
お
し
ゃ
べ
り
し

た
い
ね
」
と
い
う
組
合
員
の

声
を
形
に
し
ま
し
た
。

　

初
日
の
利
用
者
は
20
人
で

職
員
が
利
用
し
て
く
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
14
日
、
21
日

も
開
催
し
ま
し
た
。
毎
週
木

曜
日
が
目
標
で
す
。
時
間
も

増
や
し
た
い
で
す
。
協
力
者

を
求
め
て
い
ま
す
。

　

８
月
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

に
よ
り
当
面
お
休
み
し
ま

す
。

は
、
県
内
外
か
ら
様
々
な
お

店
が
約
20
店
舗
集
ま
り
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「すこしお」とは…
　「少しの塩分ですこやかな生活」
を目指す医療福祉生協のとりくみ
の総称です。

ちょっと一言ちょっと一言

セロリの豚巻きフライ
●材　料（１人分）
・ セロリ  …………………  60ｇ
・ 豚もも肉（薄切り） …… 50ｇ
・ 小麦粉  …………………  適量
・ 溶き卵  …………………　適量
・ パン粉  …………………　適量
・ 揚げ油  …………………　適量
・ ミニトマト  ……………　２個

●作り方
① セロリはスジを取り12㎝長さ、
7～ 8㎜角の棒状に切り分け、５
本用意する。豚肉は５等分にす
る。

② セロリに豚肉を巻きつけ、小麦
粉、溶き卵、パン粉の順にまぶし、
衣をつける。

　血圧を下げる成分が多いセロリを豚肉で巻いてフライに。高カロリー
になりがちな料理も、“パン粉の部分づけ” のワザで、おいしくヘルシー
な一品に変身します。　　　（高崎中央病院栄養科　調理師　串田　葉月）
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③ フライパンに揚げ油（２㎝高さ）
を用意して170～180℃に熱し、
②を入れて、カラリと揚げる。

④ 油をきって皿に盛り付け、ミニ
トマトを添える。

〈１人分の栄養価〉
　194ｋcal　塩分0.1ｇ

Ｄ
カ
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７
月
の
活
動

お詫びと訂正

　７月15日に高崎メインコースが行われました。小雨の中、集会には約
50人が参加。はるな生協からは、組合員と職員の約15人が参加して３年
ぶりに歩くことができました。途中、北高崎駅周辺では、女性団体の皆
さんと一緒に核兵器廃絶を沿道の人達に訴えました。行進自体は今まで
お昼休憩会場だった井野公民館で終了。その後は、事務局が車でパレー
ドしながら前橋市役所で無事に前橋行進団に引き継ぎました。
　７月17日には、網の目コースの３箇所（倉渕・榛名コース、箕郷コース、
群馬コース）が行われました。
参加した職員からの感想です。
　当日は雨が降っていてあいにくの天気でし
たが、想像していたよりも多くの方が参加さ
れていて、平和を願う参加者の気持ちが伝
わってきました。現在の日本は戦争など無く、
平和な日々を過ごすことができていてそれが当たり前だと錯覚してしま
いますが、他の国では戦争により多くの命が犠牲になっている現状があ
ります。戦争・核兵器による被ばくの経験がある日本だからこそ、これ
からも核兵器の廃絶や平和を訴えていくことが大切であると感じました。
　　　　　　　　　　　　　　（高崎中央病院　医療相談員・髙木はる香）
　行進に参加されている方の熱意に触れ、自分自身がもう少し平和につ
いて、考えをもつことが必要なのだと気づくことができました。普段、
何気なく生活していて我々は平和を当たり前のように享受しています。
しかし、ここには先人の努力があり、その上に今があるという事実を認
識しなければならないのだと思います。そして、その当たり前を次代に
繋ぐことが今を生きる我々に求められることなのだと心に留め、生活を
していきたいです。　　　　　　　　　（通町診療所　事務・小幡　吉則）

　緑十字７月号６面で紹介した「２年ぶりのお出かけ」で「片岡・八千代支部」は誤りで正
しくは「乗附支部」でした。支部の皆さまには大変失礼いたしました。
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お問い合わせ先：組合員活動部（佐藤）☎027（323）2762

ウオーキングでコロナに負けない

第17回ふるさとの散歩道
富岡市の散歩道（工女の墓から歴史を考える）

総時間　1.5時間～ 2.5時間（およそ４km）

・ 富岡製紙の歴史的意義や煉瓦づくりという特色のある建造物にスポット
があてられ、やがて世界遺産となり、注目を浴びました。しかしその経
営を支えるため、入場した全国の多くの名もなき工女が、この富岡市に
眠っているのをご存じでしょうか。今回は上州富岡駅を出発し、工女が
眠る龍光寺を巡り、富岡製紙工場に至る散歩道をご紹介します。

【西口上信電鉄高崎駅からの行き方】
　西口上新電電鉄高崎駅⇒上州富岡駅⇒龍光寺⇒永心寺⇒
　上州七日市駅⇒長屋門・稲部市五郎の碑⇒七日市藩邸・黒門⇒
　蛇宮神社⇒金剛院⇒富岡製紙工場（終点）

＊こまめに水分補給するなどして歩いてください。
＊ 工女の墓の写真を撮ってこられた方には参加賞を組合員活動部に用意して
います。

＊コース地図は組合員ふれあい会館１階に用意してあります。
＊ １回～ 16回までの散歩道の地図もふれあい会館１階組合員活動部に用意し
てあります。

今年も夏の平和行進の季節がやってきました。
３年ぶりに歩きました！


